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2022 年９月 30 日 

 

会 社 名 日 本 ア ジ ア 投 資 株 式 会 社 

代表者の役職名 代表取締役社長 下村 哲朗 

（コード番号 8518 東証スタンダード市場） 

問 い 合 せ 先 執 行 役 員  岸 本  謙 司 

T E L 0 3 （ 3 2 2 1 ） 8 5 1 8 
 

 

電動アシスト自転車のサブスクリプションサービス“NORUDE” 

を手掛けるサイクループ株式会社への戦略投資実行のお知らせ 
 
 

日本アジア投資株式会社（代表取締役社長：下村 哲朗、本社：東京都千代田区、以下「当社」）は、電動アシ

スト自転車のサブスクリプションサービス“NORUDE”（ノルーデ）を手掛ける、サイクループ株式会社（代表

取締役：綿谷 泰宏、本社：兵庫県伊丹市、以下「サイクループ」）に戦略投資を実行しましたので、お知らせい

たします。 

当社は、今後、サイクループの株主としてその成長性を支援するほか、サイクループの貸し出す電動アシス

ト自転車にもプロジェクト投資し、サブスクリプションサービスを共同事業として行うことでサイクループの

事業拡大を支援してまいります。 
 
 

1. 電動アシスト自転車市場の成長性 

経済産業省の調査によると、日本に

おける電動アシスト自転車は、1993

年に国内で販売されて以降、性能・デ

ザインの進化、ルールの改定等により

2009 年には 50cc 原付バイクの販

売台数を、2018 年には軽快車（通常

の自転車）の販売台数を上回るなど普

及が進んできました。2007 年以降の

販売動向を見ると、販売数量・金額とも

に右肩上がりで推移しており、また販

売単価も上昇していることがうかがえ

ます。（※出典：経済産業省ウェブサイト

https://www.meti.go.jp/statistics/toppage/report/minikaisetsu/hitokoto_kako/20210728hitokoto.html） 

電動アシスト自転車を購入する動機は目的と使用期間が明確であることが多く、例えば、通学で 3 年間、

通勤で 2 年間、子供の送り迎えで 2 年間などが挙げられます。他方で、搭載しているバッテリーは 3 年ほど

で消耗してしまうことから、10 万円以上する購入費用に加えてバッテリー買い替えに必要な 3-4 万円の費

用がかかり、通常の自転車に比べて高額となります。そのため、電動アシスト自転車には、より安価なサブス

クリプションサービスや、中古品への大きな潜在ニーズがあると、サイクループでは想定しています。 
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2. サイクループの特徴 

サイクループの手掛ける電動アシスト自転車のサブスクリプションサービス“NORUDE”（ノルーデ）は、時

間単位で利用し所定の場所に返却するシェアサイクルとは異なり、利用期間は主に 1 年から 3 年の月額課金

制で、ユーザー自身が自転車を保管します。 

通勤・通学・買い物・子供の送迎などの用途を想定した「一般コース」に加え、デリバリー配達員向け専用コ

ースと法人向けコースを設け、利用者のニーズに沿ったサービスをパッケージで提供しています。 

一般コース デリバリー通常コース デリバリーフリーコース 法人コース 

 25 種以上の豊富な 

ラインナップから選択 

 最 新 モ デ ル が 月 額

1,990 円～と圧倒的

な低価格を実現 

 利用期間は 1～3 年 

 プロ整備士による 

点検・整備が無料 

 傷害保険付き 

 高年式モデルから

ワークスタイルに合

わせて選択 

 月額 4,４80 円～ 

 利用期間は 6 か月

または 1 年 

 傷害保険付き 

 初期費用なし 

 解約金なし 

1 か月から利用可能 

 修理費用なし 

 損壊賠償なし 

 賠責/傷害保険付き 

 故障時レッカー特

約付き 

 月額 6,272 円～ 

 定期メンテナンス付

き 

 初期費用なし 

 損壊賠償なし 

 賠責/傷害保険付き 

 故障時レッカー特約

付き 

 契約期間は 1 年～ 

 月額 5,796 円～ 

注：価格は 2022 年 9 月末現在、キャンペーン価格を含む。 

 

 

 

また、サイクループは自社に整備スタッフを抱え、高品質の点検や整備を迅速に行うことができる点が特

徴です。この整備力を活かして、一定の貸出期間を終えた電動アシスト自転車を整備技術スタッフがフルメ

ンテナンスとバッテリー交換を行い、良質な中古商品として再販しています。 

  



3 

 

3. 投資による社会課題のソリューション支援 

 当社は、「日本とアジアをつなぐ投資会社として少子高齢化が進む社会に安心・安全で質

と生産性の高い未来を創る」を経営理念とし、投資活動を通じて広く SDGｓに貢献するこ

とを経営の重要課題と位置づけています。具体的には、社会課題を解決するベンチャー企

業や、その運営するプロジェクトに投資を行い、SDGs 関連事業の育成に貢献すると共に

収益力の向上を目指しています。 

 サイクループでは、一定の貸出期間を終えた電動アシスト自転車を整備技術スタッフがフルメンテナンスと

バッテリー交換を行い、良質な中古商品として再販することで電動自転車の中古流通市場の構築を目指し

ています。当社は、この点が SDGｓの目指す「2030 年までに、廃棄物の発生防止、削減、再生利用及び再

利用により、廃棄物の発生を大幅に削減する。」の実現に貢献している点を評価し、今回の投資決定に至りま

した。 

 当社は、今後、サイクループの株主としてその成長性を支援するほか、サイクループの貸し出す電動アシスト

自転車にもプロジェクト投資し、サブスクリプションサービスを共同事業として行うことでサイクループの事

業拡大を支援してまいります。 

 

 

会社概要 サイクループ株式会社 

本社所在地 兵庫県伊丹市荒牧南 3-17-72 

代表取締役 綿谷 泰宏（わたたに やすひろ） 

URL https://cycloop.jp/ 

 

 

 

会社概要 日本アジア投資株式会社 

本社所在地 東京都千代田区九段北三丁目 2 番 4 号 

代表取締役社長 下村 哲朗 

URL https://www.jaic-vc.co.jp/ 

 

 

 

以上 

 

 
【お問い合わせ先】 
 ⽇本アジア投資株式会社 管理グループ 丸⼭（ir@jaic-vc.co.jp）  


